
法律学科　カリキュラムの特徴　（2014年度以降入学生）

１ ビジネス志向と公務員・国家資格志向

　法律学科のカリキュラムでは、ビジネス志向の学生と資格志向の学生が自主的に授業選択できるように配慮しています。 
ビジネス志向　－　モデル１
将来の進路として、大企業や金融機関、優良中堅企業、ベンチャー企業、知的財産やＩＴの起業家などを考える学生は、民法、
会社法、知的財産法、消費者法、金融法、ＩＴ関係法などを履修するとともに、近隣の企業・金融機関等でのエクスターン
シップ（学外研修）を通じて、法律学の知識をビジネスにどう生かすかを学ぶことができます。 

公務員・国家資格志向　－　モデル２
将来の進路として、国家公務員、地方公務員や国家資格（法曹、司法書士、行政書士、不動産鑑定士など）を考える学生は、
六法（憲法・民法・刑法・商法・民事訴訟法・刑事訴訟法）や行政法を履修するほか、「地方公務員特殊研究１～４」など
を受講することで、資格試験合格につながる知識・能力を修得することができます。

２ 民法の早期学習・理解
民法のうち、総則、財産法の分野については、２年生までに集中して学習します。早い段階で主要科目の民法を修得するこ
とができ、在学中の資格試験の合格にもつながります。

科目履修のポイント

１ 必修科目
必修科目は大学教育や学部・学科教育に必要な科目であり、全学生が履修しなければなりません。また、単位の取得が卒業
の要件となるため、他の科目で代替することはできません。

２ 選択科目
選択科目は、基幹科目群、展開科目群、隣接科目などから自主的に選択し、受講する科目です。学生が、興味・関心、将来
の進路との関係から選択するのが一般的です。時間割の空き時間を埋めるために、科目を選択するようなことは望ましいこ
とではありません。

少人数教育（プレゼミ・ゼミナール）とアドバイザー制度

１ プレゼミ
２年生後期に行われるゼミで、３年生のゼミナールへの準備段階となります。ゼミナールで学ぶテーマの基礎知識、プレゼ
ンテーションやディスカッションの方法などを学びます。 

２ ゼミナール
３年生になると、それぞれの問題関心、研究テーマに即してゼミナールを選択します（「ゼミナール１」「ゼミナール２」）。
４年生では、「ゼミナール３」「ゼミナール４」を履修し、卒業論文を完成させます（「ゼミナール１」「ゼミナール２」「ゼ
ミナール３」「ゼミナール４」とも、同じ教員の指導を受けます）。 

３ アドバイザー制度
プレゼミやゼミナールの担当教員がアドバイザーとなり、学習方法、学生生活、進路等の相談に応じます。アドバイザーご
とにオフィスアワーが設けられていますので、この時間を利用してアドバイスを受けてください。 

将来の進路として、大企業や金融機関、優良中堅企業、ベンチャー企業、知的財産やＩＴの起業家などを考える学生は、カ
リキュラム MAP/ 開講表を参考に、民法、会社法、知的財産法、消費者法、金融法、ＩＴ関係法を中心に、ビジネスに必要
な科目を、国家公務員、地方公務員や国家資格（法曹、司法書士、行政書士、不動産鑑定士など）を考える学生は、六法（憲法・
民法・刑法・商法・民事訴訟法・刑事訴訟法）や行政法、地方公務員特殊研究などの科目を学んでください。

カリキュラムの概要
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